
健幸都市関連事業の平成２９年度実施内容および
平成３０年度以降の実施計画について

平成２９年８月４日 平成２９年度第１回草津市健幸都市づくり推進委員会 資料１



＜様式１＞
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
基本施策１　出かけたくなるまちづくり
（１）歩いて暮らせるまちづくり　　－都市機能や交通網を整えて「歩いて暮らせるまちづくり」に取り組みます。－

都市計画課 789

・将来を見据え、日常生活が充足できる居住環境
や、都市機能を確保できるコンパクトな都市構造を
維持するための対策として、都市機能や居住の誘
導を目的とした立地適正化計画の策定に取り組み
ます。

・策定した立地適正化計画に基づき市街地におけ
る居住および都市機能の緩やかな誘導を図りま
す。
・「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」の考え方
のもとで関係計画と連携し、車にたよらないまちづ
くりを進め、歩いて暮らせるまちづくりの実現を目
指します。

交通政策課 4,800

「コンパクトシティ・プラス・ネットワークのまちづくり」
の考え方に基づき、市民（地域）・事業者・行政の
三者の協働、連携強化による地域の特性に応じ
た、また将来を見据えた持続可能な公共交通ネッ
トワークを構築するために、地域公共交通網形成
計画を策定します。

草津市地域公共交通網形成計画に掲げた目標を
達成するための施策に対して、順次具体的に取り
組んでいきます。

拡
大

まめバス運行事業 交通政策課 55,540

市内の公共交通空白地・不便地を中心とした生活
交通の確保や、地域活性化を図るために運行して
いるコミュニティバス「まめバス」および「草津・栗
東・守山くるっとバス」について、平成２８年１０月か
ら宅屋線を守山市まで延伸しており、今後も利便
性の向上を図りながら継続的な運行を行います。

市内の公共交通空白地・不便地を中心とした生活
交通の確保や、地域活性化を図るため、コミュニ
ティバス「まめバス」および「草津・栗東・守山くるっ
とバス」の継続的な運行に取り組んでいきます。

新
規

バスロケーションシス
テム導入補助

交通政策課 0

無線通信やGPS等でバスの位置情報を収集するこ
とにより、バスの定時運行の調整等に役立てるバ
スロケーションシステムの導入に要する経費の補
助について、バス事業者および滋賀県や県内関係
市町とともに検討します。

無線通信やGPS等でバスの位置情報を収集するこ
とにより、バスの定時運行の調整等に役立てるバ
スロケーションシステムの導入に要する経費の補
助について、引き続きバス事業者および滋賀県や
県内関係市町とともに検討します。

H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課

コンパクトシティ・プラ
ス・ネットワークのまち
づくりに向けた計画の
策定

新
規

区分

重
点

そ
の
他
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課区分

新
規

サイクル＆バスライド
整備事業

交通政策課 0

居住地から最寄りのバス停までが離れている市民
のバス利用を推進するため、バス停留所周辺に自
転車駐車場を設置し、サイクル＆バスライドを利用
できるように、先進地の情報収集を行います。

居住地から最寄りのバス停までが離れている市民
のバス利用を推進するため、バス停留所周辺に自
転車駐車場を設置し、サイクル＆バスライドを利用
できるように、サイクル＆バスライドに伴う自転車
駐車場の設置場所の検討を行います。

新
規

シェアサイクル・レンタ
サイクル事業

交通政策課 0

自転車の保有有無を問わず、誰もがいつでも自転
車を利用できるよう、サイクルポートを複数有する
シェアサイクルや、レンタサイクルの整備支援に向
け、自転車安全安心利用促進計画の計画期間に
基づいて、先進地の情報収集を行います。

自転車の保有有無を問わず、誰もがいつでも自転
車を利用できるよう、サイクルポートを複数有する
シェアサイクルや、レンタサイクルの整備支援に向
け、自転車安全安心利用促進計画の計画期間に
基づいて引き続き検討します。

他
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課区分

基本施策１　出かけたくなるまちづくり
（２）安全・安心に配慮した公共空間の整備　　－バリアフリー化等、「安全・安心に配慮した公共空間の整備」を進めます。－

交通政策課 9,300

視覚障害者等の駅プラットホームからの転落防止
等を図るため、ＪＲ草津駅において、ＪＲ西日本が
整備する内方線付き点状ブロックの設置や、音声・
音響案内装置の整備に対する支援を行います。
また、「草津市バリアフリー基本構想」の重点整備
地区内での事業整備の進捗管理を行います。

「草津市バリアフリー基本構想」の重点整備地区内
での事業整備の進捗管理を行います。

道路課 35,500
「草津市バリアフリー基本構想」に基づき、駅周辺
の市道の歩道のバリアフリー化（段差解消、勾配
改善等）を進めます。

継続して「草津市バリアフリー基本構想」に基づく
駅周辺の市道の歩道のバリアフリー化（段差解
消、勾配改善等）を進めます。

生活安心課 3,157

・路上喫煙禁止区域内の巡視啓発活動を実施しま
す。
・路上喫煙禁止区域である草津駅、南草津駅前に
て、路上喫煙防止の啓発を実施します。
・マナースペースの実態調査を行い、路上喫煙率
の現状把握に努めます。

・路上喫煙禁止区域内の巡視啓発活動を実施しま
す。
・路上喫煙禁止区域である草津駅、南草津駅前に
て、路上喫煙防止の啓発を実施します。
・マナースペースの実態調査を行い、路上喫煙率
の現状把握に努めます。

健康増進課 41
禁煙や受動喫煙の防止、COPD、未成年者や妊婦
の喫煙防止について普及・啓発を行ないます。

禁煙や受動喫煙の防止、COPD、未成年者や妊婦
の喫煙防止についての普及・啓発を継続します。

たばこ対策の推進

草津市バリアフリー基
本構想の推進

重
点

継
続

拡
大
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課区分

交通政策課 12,196

自転車安全安心利用指導員による市内一円での
街頭啓発、街頭指導等を実施します。
また、自転車の利用機会が特に多い中学生などを
対象にしたプロのスタントマンによる交通事故再現
を用いたスケアードストレート方式による教室の開
催や、高齢者等を対象にした出前講座方式による
自転車安全安心利用教室も開催します。

自転車安全安心利用指導員による市内一円での
街頭啓発、街頭指導等を実施します。
また、自転車の利用機会が特に多い中学生などを
対象にしたプロのスタントマンによる交通事故再現
を用いたスケアードストレート方式による教室の開
催や、高齢者等を対象にした出前講座方式による
自転車安全安心利用教室も開催します。

道路課 0
環境や健康に優しい自転車の安全で安心な利用
の促進のため、事業化に向けた検討を行います。

環境や健康に優しい自転車の安全で安心な利用
促進のため、自転車道のネットワーク化を推進しま
す。

自転車道のネットワー
ク化や安全利用の取
組の推進

拡
大
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課区分

基本施策１　出かけたくなるまちづくり

継
続

魅力ある店舗等の誘
致

都市再生課 4,000

中心市街地活性化基本計画の評価指標の一つで
ある「空き店舗率」改善を目的に、中心市街地内の
空き店舗を活用して出店する者に対して助成する
ものであり、今年度は２店舗分の実施を見込んで
います。

空き店舗率改善のため継続して実施していきま
す。

草津川跡地
整備課

0

管理運営会議の部会の一つである「緑の管理活動
部会」を通じ、ガーデニングサークルや湖南農業高
校等と共に、草津川跡地公園におけるガーデニン
グの取組を推進します。
・ｄｅ愛ひろば（草津川跡地公園区間5）のガーデニ
ング活動を推進します。

管理運営会議の部会の一つである「緑の管理活動
部会」を通じ、ガーデニングサークルや湖南農業高
校等と共に、草津川跡地公園におけるガーデニン
グの取組を推進します。
・ｄｅ愛ひろば（草津川跡地公園区間5）のガーデニ
ング活動を推進します。

公園緑地課 812

緑の基本計画を見直し、ガーデンシティを位置付け
るとともに、市民ボランティア団体であるガーデニン
グサークルの活動を支援し、JR草津駅、南草津駅
前の公共空間のガーデニングに向けた取り組みを
予定しています。
・緑の基本計画策定委員会を開催し、ガーデンシ
ティくさつの推進に向けた具体的施策を検討しま
す。
・草津駅前東口デッキのガーデニング活動（月１
回）を推進します。
・南草津駅東山道記念公園のガーデニング活動
（月１回）を推進します。

緑の基本計画の見直しに基づきパブリックコメント
を実施するとともに、引き続き、市民ボランティア団
体であるガーデニングサークルの活動を支援し、
JR草津駅、南草津駅前の公共空間のガーデニン
グに向けた取り組みを予定しています。
・平成30年度に前年度実施の緑の基本計画策定
委員会で答申された計画案についてパブリックコメ
ントを実施します。

新
規

草津市版地域再生計
画の策定

都市計画課 6,405

・中心部と地域を結ぶ公共交通ネットワークの充実
や、地域資源を活かした地域産業の振興等による
持続可能なまちづくりを実現するため、草津市版地
域再生計画の策定に取り組みます。

・策定した草津市版地域再生計画に基づき、中心
部と地域を結ぶ公共交通ネットワークの充実や、
地域資源を活かした地域産業の振興等に取り組み
ます。

（３）賑わい・うるおいの向上に向けたまちの環境づくり
　　－店舗誘致やまちの緑化を中心に「賑わい・うるおいの向上に向けたまちの環境づくり」を目指します。－

重
点

拡
大

ガーデンシティくさつの
推進
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課区分

そ
の
他

新
規

デジタルサイネージ事
業

都市再生課 0
まちなかの回遊性向上を目的に中心市街地にお
ける集客拠点と南草津駅への設置の有無につい
て特に費用対効果の面から検討を進めます。

平成29年度に検討した結果を踏まえて運用開始に
向けて具体的に取組んでいきます。
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課区分

基本施策２　交流機会や健康拠点の充実
（１）交流機会の充実　　－交流施設の活用や様々なイベントの開催により「交流機会の充実」を目指します。－

継
続

（仮称）市民総合交流
センターの整備

都市再生課 915,310

（仮称）市民総合交流センターの整備に向けて、事
業用地の取得、および、整備を行う民間事業者の
募集・選定を行います。
　・7月　事業者募集の開始
　・12月 事業用地の取得
　　　 　　優先交渉権者の決定・基本協定締結

民間事業者による設計・建設を経て、平成31年度
に施設を供用開始できるよう計画的に事業を進め
ます。

拡
大

空き家対策事業の推
進

建築課 5,751

 昨年度策定した草津市空き家等対策計画に基づ
 き、空き家等の発生抑制・適正管理促進に取組
 むとともに、利活用方策の検討を行います。

 　・ 空き家利活用方策検討
　　　　： 賃貸共同住宅の実態調査を行うとともに、
　　　　　 空き家・空き住戸の利活用方策の検討を
　　　　　 進めます。
　・ 事業啓発・指導
　　　　：  空き家の所有者に対して、適正管理や
　　　　　 利活用の啓発を行います。また、適正管
　　　　　 理がなされていない空き家の所有者に対
　　　　　 しては、文書の郵送や直接訪問による指
　　　　　 導を行います。
　・ セミナー開催
　　　　： 所有者・相続予定者向けのセミナーを開
　　　　　 催し、資産活用・相続・譲渡等に関する
　　　　　 啓発・情報提供を行い、空き家等発生の
　　　　　 抑制を図ります。

 平成29年度にて検討実施した利活用方策に
 ついて、具体的な事業として取組んでいきます。
 また、 啓発・指導による空き家等発生の抑制およ
 び適正管理の促進については、継続して取組ん
 で行きます。

重
点
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課区分

基本施策２　交流機会や健康拠点の充実

継
続

草津川跡地公園の整
備

草津川跡地
整備課

208,123

平成29年4月に草津川跡地公園（区間2および区間
5）が供用開始されたことを踏まえ、残りの区間につ
いても地元や関係機関と調整を行いながら進めて
まいります。

平成29年4月に草津川跡地公園（区間2および区間
5）が供用開始されたことを踏まえ、残りの区間につ
いても地元や関係機関と調整を行いながら進めて
まいります。

健康福祉政
策課

1,064

都市再生課 7,282

拡
大

児童公園等の再整備 公園緑地課 14,990
市民の憩いの場となる公園で各世代が健康づくり
ができるよう再整備を進めます。

市民の憩いの場となる公園で各世代が健康づくり
ができるよう引き続き再整備を進めます。

重
点

新
規

草津川跡地公園での
ウオーキング等を中心
とした健康イベントの
実施

（２）健康拠点としての草津川跡地公園や各地域の公園の活用
　　－身近な公園も含め「健康拠点としての草津川跡地公園や各地域の公園の活用」を進めます。－

・引き続き、草津川跡地公園を健康拠点とするた
め、健幸イベントを実施します。

・中心市街地公共空間である草津川跡地公園を健
康拠点とするため、草津まちづくり株式会社と連携
して健幸づくりイベントおよび賑わい創出事業を実
施します。
①「わくわくサマーランド」　7月22日（土）
子ども向けイベントとして、キックターゲットやスト
ラックアウトなど。大人向けイベントとして、肩こり予
防などの青空ストレッチなど。
②「（仮称）健幸フェア」　9月23日（土）
健康増進及び予防に繋がるデモンストレーション・
ワークショップの開催など。
③「くさつ健幸ウオーク２０１７」　10月29日（日）
くさつ健幸ウオーク２０１７と連携した健幸イベント
の実施。
④「野外上映会」　11月11日（土）
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基本方針１　まちの健幸づくり　　－従来からの健康施策の枠組みを超え、ハード・ソフトの両面から健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
H29取組内容（予定） H30以降の事業計画事業名 担当課区分

そ
の
他

拡
大

都市公園（野村・野路
公園）整備事業

公園緑地課 2,262,805

「地域のスポーツ実施率を高める活動拠点」、「コ
ミュニティを醸成する交流拠点」等として以下のとお
り整備に向けた取り組みを予定しています。
・野村公園体育館建設他工事を実施します。
・野路公園整備に向けた用地取得を実施します。

「地域のスポーツ実施率を高める活動拠点」、「コ
ミュニティを醸成する交流拠点」等として引き続き、
以下のとおり整備に向けた取り組みを予定してい
ます。
・野村公園体育館建設他工事を実施します。
・野路公園整備に向けた用地取得を実施します。
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基本方針２　ひとの健幸づくり　　－地域と個人の視点から、健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
基本施策１　地域の主体的な健康づくりの推進
（１）地域の特性に応じた健康づくり　　－まちづくり協議会の取組を支援して「地域の特性に応じた健康づくり」を進めます。－

地域保健課 0

庁内の関係課と連携し、市の健康データなどを分
析することで、小学校区ごとの健康課題や特性を
把握します。把握した情報を、まちづくり協議会など
の地域の関係機関と共有するとともに、地域の特
性に応じた健康づくりへの支援を強化します。

地域の関係機関と協働し、小学校区ごとの健康課
題や特性に応じた健康づくりの取り組みを推進しま
す。

保険年金課 8,694

第２期データヘルス計画策定にむけて、データ分
析を委託し、国民健康保険加入者に係る医療、健
診の分析を進めるとともに、被用者保険加入者に
係るデータを含めた形での地域特性分析も進める
こととし、より効果的・効率的な保健事業の推進に
役立てます。

第２期データヘルス計画に基づき、保健事業を推
進します。

担当課 H29取組内容（予定）

各まちづくり協議会の
健幸宣言実現に向け
た取組の推進

H30以降の事業計画区分 事業名

新
規

重
点
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基本方針２　ひとの健幸づくり　　－地域と個人の視点から、健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
担当課 H29取組内容（予定） H30以降の事業計画区分 事業名

基本施策１　地域の主体的な健康づくりの推進
（２）支え合いのコミュニティづくり　　－住み慣れた地域に住み続けられるよう「支え合いのコミュニティづくり」を進めます。－

重
点

拡
大

地域包括ケアシステ
ムの推進

長寿いきが
い課
地域保健課
健康福祉政
策課

363,102

(長寿い
きがい課
分)
153,702
(地域保
健課分
209,400

地域で安心して医療・介護サービスを受けることの
できる基盤づくりとして、医療・介護連携の推進、関
係機関と連携した認知症施策の推進を図るととも
に、介護予防・生活支援サービスや介護サービス
の充実を図ります。また、介護予防・生活支援総合
事業においても、機能回復訓練等の高齢者本人へ
のアプローチだけではなく、いきいき百歳体操など
要介護度等によって区別されない住民運営の通い
の場の充実や、今年度より配置した生活支援コー
ディネーターを中心に、地域に不足する資源を把握
するとともに、地域の関係者で情報共有を行い、連
携を強化する場である協議体を設置するなど、高
齢者本人を取り巻く環境づくりを進めていきます。

在宅ケアの充実を第一に、多様なサービス基盤の
充実を図ります。また、各関係機関や地域住民が
連携して高齢者を地域で「見守り・見守られ」、「支
え・支えられる」ネットワークづくりなどについて、さ
らなる推進と計画的・効果的な展開を図ります。あ
わせて、医療と介護が連携して高齢者を支えていく
体制づくりに向け、医療と介護に関わる多職種の
連携体制の強化と、在宅医療等の整備・充実を図
ります。
また、地域共生社会の実現に向けて、地域包括ケ
アシステムを、高齢者のみに留まらず、困難を持つ
あらゆる人々を地域で支える仕組みへと深化させ
る取組みを進めます。

そ
の
他

新
規

地域活動等ポイントシ
ステム

まちづくり協
働課

0

制度対象事業の参加者や運営スタッフにポイントを
付与し、一定以上ポイントを貯めた者にポイントに
応じた換金を行うことで、新しいまちづくりの担い手
が楽しくまちづくりに参加できるきっかけづくりのた
め、地域活動等ポイントシステムの制度設計を行
います。

地域活動等ポイントシステムの受け入れが可能な
学区でのモデル実施を支援します。
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基本方針２　ひとの健幸づくり　　－地域と個人の視点から、健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
担当課 H29取組内容（予定） H30以降の事業計画区分 事業名

基本施策２　個人の健康づくりの推進
（１）全世代に共通した健康づくり　　－健康に関する意識が高まるよう「全世代に共通した健康づくり」に取り組みます。－

継
続

くさつ健幸ポイント制
度

健康増進課 765

けん診受診や健康づくりの取り組みにインセンティ
ブを付与し、健康づくりに取り組むきっかけづくり、
生活習慣改善のための行動変容の動機づけや意
識の向上と継続につながる効果を目指します。

県の動きをふまえつつ、他のポイント制度との連携
も含め、より良いあり方を検討し平成３０年度以降
も継続していきます。

拡
大

福祉の総合的な相談
体制の強化

生活支援課 15,894

多様で、複合的な課題を抱える生活困窮者を支援
するためには、包括的、分野横断的な取り組みが
不可欠であり、「くらしのサポートセンター」にて対
応を行います。
・4月末に関係機関に事業の周知を図るため、リー
フレットを配布しました。
・5月1日から県税事務所と連携し、事業の周知を
図っています。
・広報くさつ10月１日号において事業内容の記事を
掲載予定です。

引き続き「くらしのサポートセンター」において対応
を行います。より多様化、複雑化する福祉ニーズに
対応できるよう、福祉の総合的な相談体制の強化
を進めます。

健康福祉政
策課

0

ごみ減量推
進課

1,034

新
規

健幸ウオークの開催
スポーツ保
健課

3,450

・ウオーキングを通じた健康づくりを推進するため、
草津川跡地公園ｄｅ愛ひろばを発着地点とした「くさ
つ健幸ウオーク2017」を開催します。（10月29日
（日））

・引き続き、ウオーキングを通じた健康づくりを推進
するため、草津市内をステージとした「くさつ健幸ウ
オークを開催します。

重
点

新
規

飲食店等と連携した健
康づくり

「飲食店等と連携した健康づくり」の啓発のために、
以下の取組を予定しています。
・市民、飲食店や事業所と連携し、3010運動を展開
します。（随時）
・3010運動を12月1日号の広報特集にて掲載予定
です。
・9月頃から飲食店等へ協力依頼を行っていく予定
です。
・事業者向けコースターや幹事用パンフレット等を
作成予定です。

「飲食店等と連携した健康づくり」の啓発のために、
引き続き以下の取組を予定しています。
・市民、飲食店や事業所と連携し、3010運動を展開
します。（随時）
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基本方針２　ひとの健幸づくり　　－地域と個人の視点から、健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
担当課 H29取組内容（予定） H30以降の事業計画区分 事業名

生活安心課 0

・路上喫煙禁止区域内の巡視啓発活動を実施しま
す。
・路上喫煙禁止区域である草津駅、南草津駅前に
て、路上喫煙防止の啓発を実施します。
・マナースペースの実態調査を行い、路上喫煙率
の現状把握に努めます。

・路上喫煙禁止区域内の巡視啓発活動を実施しま
す。
・路上喫煙禁止区域である草津駅、南草津駅前に
て、路上喫煙防止の啓発を実施します。
・マナースペースの実態調査を行い、路上喫煙率
の現状把握に努めます。

健康増進課 41

禁煙しようとする市民を支援し、喫煙者の減少を目
指します。（禁煙推進事業「健幸くさつチャレンジ禁
煙事業」にて、健幸都市宣言賛同事業所のうち、希
望の事業所の禁煙したい人の支援を実施します。）
また、喫煙や受動喫煙、COPDや未成年者、妊婦
の喫煙防止について普及・啓発を行います。

喫煙や受動喫煙、COPDや未成年者、妊婦の喫煙
防止についての普及・啓発を継続します。
禁煙推進事業については、今年度の実施結果を勘
案し次年度以降の事業展開を検討します。

新
規

草津市文化振興条例
の制定・（仮称）草津
市文化振興計画の策
定

生涯学習課 1,582

草津市文化振興条例を７月１日に施行しました。
文化振興施策を総合的かつ計画的に進めるため、
（仮称）草津市文化振興計画の策定に向け、以下
の取組を予定しています。
・草津市文化振興審議会の開催（4回）
・パブリックコメントの実施

（仮称）草津市文化振興計画に基づいた文化振興
事業を実施します。

そ
の
他

拡
大

禁煙対策、受動喫煙
対策の推進
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基本方針２　ひとの健幸づくり　　－地域と個人の視点から、健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
担当課 H29取組内容（予定） H30以降の事業計画区分 事業名

基本施策２　個人の健康づくりの推進
（２）ライフステージに応じた健康づくり　　－世代ごとに異なる課題に着目し「ライフステージに応じた健康づくり」を進めます。－

健康福祉政
策課

0

草津市健幸都市宣言への賛同の募集について
は、以下の取組を予定しています。
・7月に部内の人権啓発推進員が事業所の訪問と
併せて募集を行いました。
・広報くさつ9月1日の特集号で募集の啓発をしま
す。
協会けんぽとの連携については、協会けんぽの健
康づくりアクション宣言の募集通知に、草津市健幸
都市宣言への賛同の募集も併せて案内を行いま
す。（7月下旬）

・草津市健幸都市宣言への賛同の募集について
は、あらゆる機会で企業への働きかけを行ってい
ます。
・協会けんぽとの連携については、協会けんぽの
健康づくりアクション宣言の募集通知に草津市健
幸都市宣言への賛同の募集も併せて案内を行い
ます。

健康増進課 166,576

協会けんぽが行う特定健診の会場で、市の肺が
ん・結核検診の実施や他のがん検診啓発や保健
指導を行う。また、20・25・30・35・40歳の女性に子
宮頸がん検診無料クーポン券を40・45・50・55・60
歳の女性に乳がん検診無料クーポン券を、今年度
からは対象の方全員に送付することとし、受診者数
の拡大を図り、疾病の早期発見早期治療を推進し
ます。（昨年度までは、過去5年以内に受診した方
は対象外）

がん検診受診者数を増やすため、受診しやすい検
診方法の検討、啓発機会の拡大を図るとともに、
個別通知の継続実施など行ないます。

保険年金課 0

全国健康保険協会滋賀支部（協会けんぽ）が行う
特定健診の会場で、国保加入者の特定健診を共
同で実施し、受診機会の拡大を図り、特定健診受
診率の向上を図ります。

特定健診受診機会の拡大を検討し、特定健診受診
率の向上を図ります。

重
点

新
規

働く世代の健康増進
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基本方針２　ひとの健幸づくり　　－地域と個人の視点から、健康づくりに取り組みます。－

予算（千円） 事業内容
担当課 H29取組内容（予定） H30以降の事業計画区分 事業名

健康福祉政
策課

454

・生涯活躍社会の構築に向け、地域活動やボラン
ティアへの参加、就労等、高齢者の様々な生きが
いづくりや社会参加の仕組みづくりについて、滋賀
県社会福祉協議会が実施する調査研究事業と連
携しながら、先進地視察や意識調査等により検討
を行います。
・今年度は、既存の社会参加メニューについての、
リーフレットを作成します。

生涯活躍社会の構築に向け、引き続き高齢者の
様々な生きがいづくりや社会参加の仕組づくりの整
備について、関係機関と連携しながら検討を進め
ます。

長寿いきが
い課

22,936

生涯活躍社会の構築に向け、地域活動やボラン
ティアへの参加、就労等、高齢者の様々な生きが
いづくりや社会参加の仕組みについて、検討を進
めます。

高齢者一人ひとりが介護予防に取り組み、できる
限り自立した生活を送ることができるような仕組み
づくりについて、市民・団体・行政が一体となって構
築していきます。
また、高齢者が主役として活躍できる場作りが重要
であることから、高齢者の社会参加・地域貢献・生
きがいづくり等、幅広い観点から取り組みを進めて
いきます。

そ
の
他

新
規

中学校給食の実施 教育総務課 237,516

中学校給食実施のため新しい給食センターを建設
する必要があることから、用地取得および造成実
施設計・建築基本設計を行います。また、各中学校
に配膳室を増築するため、実施設計を行います。

給食センターおよび配膳室の工事などを順次進め
ていきます。

新
規

高齢者の社会参加・
生涯活躍社会の構築
に向けた取組の推進
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基本方針３　しごとの健幸づくり　　－産学公民が連携し、健康になれるまちづくりを進めます。－

予算（千円） 事業内容
基本施策１　地域産業と連携した健康産業の活性化
（１）ヘルスツーリズムを含むヘルスケアビジネスの育成支援　　－「ヘルスツーリズムを含むヘルスケアビジネスの育成支援」に取り組みます。－

拡
大

ヘルスケア産業の可
能性の研究

商工観光労
政課

0

大学等で研究されているヘルスケア産業の社会実
装の協力を検討します。
・立命館大学と連携し、第49回草津宿場まつりの
ブースにおいて超指向性スピーカーを使用した運
動プログラムを提供。(平成29年4月30日）
・（仮称）健幸フェアにおいて立命館大学に社会実
装の場の提供をする予定。（平成29年9月23日）

ヘルスケア産業の創生や育成を図るため、ヘルス
ケア産業創生育成支援制度を検討します。

商工観光労
政課

0

企画調整課 10,010

担当課
H29取組内容（予定）

H30以降の事業計画

重
点

新
規

ヘルスツーリズムの開
発

「草津版ヘルスツーリズム」の実施に向けて、以下
のとおり、調査・検討を行います。
・地域資源（素材）の掘り起こしやワークショップ等
を通じてニーズ調査を実施します。（平成29年度上
期）
・実証実験としてのモニターツアーを企画し、実施し
ます。また、参加者アンケートによるニーズ調査を
実施し、集計・分析を行います。（平成29年度下期）
・今年度の実施内容を踏まえ、次年度以降の取組
に向けたツアーコースの企画案を作成します。　(平
成29年度下期）

平成29年度の業務結果を踏まえ、今後の展開を見
据えながら、ツアーコースの磨き上げ等を行いま
す。

区分 事業名
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基本方針３　しごとの健幸づくり　　－産学公民が連携し、健康になれるまちづくりを進めます。－

予算（千円） 事業内容
担当課

H29取組内容（予定）
H30以降の事業計画区分 事業名

そ
の
他

新
規

自転車で琵琶湖１周
や観光地巡りをする
「ビワイチ」の推進

商工観光労
政課

7,000

「ビワイチ」をテーマに、自転車を利用する環境整
備や観光誘客に向けた取り組みを行います。
①行政関係施設や民間施設での受入体制の整備
②誘客イベントの実施
③サイクリスト向けの観光マップの作成

平成２９年度の実績を踏まえ、継続した事業を行う
とともに、ＰＲ動画の作成など、新たな事業展開を
検討し、更なる環境整備や観光誘客を行います。
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基本方針３　しごとの健幸づくり　　－産学公民が連携し、健康になれるまちづくりを進めます。－

予算（千円） 事業内容
担当課

H29取組内容（予定）
H30以降の事業計画区分 事業名

基本施策１　地域産業と連携した健康産業の活性化
（２）特産物を活かした健康な食等の推進　　－地産地消の推進等、「特産物を活かした健康な食等の推進」に取り組みます。－

重
点

継
続

草津ブランドの構築・Ｐ
Ｒ

農林水産課 5,526

草津ブランドを中心に、草津産農産物（ベジクサ）
のＰＲに向けて、以下の取組を予定しています。
・市内ホテルやレストランのシェフとの連携によるイ
メージ向上・PRを行います。
・既存イベントとも連携し、市民への浸透を図りま
す。

草津ブランドの推進に向けて、事業内容の検討を
行います。

そ
の
他

新
規

飲食店等と連携した健
康づくり（再掲）

健康福祉政
策課 （再掲） （再掲） （再掲）
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基本方針３　しごとの健幸づくり　　－産学公民が連携し、健康になれるまちづくりを進めます。－

予算（千円） 事業内容
担当課

H29取組内容（予定）
H30以降の事業計画区分 事業名

基本施策２　大学・企業等との連携
（１）産学公民連携とその仕組みづくり　　－様々な視点で健康を捉えて連携する「産学公民連携とその仕組みづくり」を進めます。－

拡
大

企業版健幸宣言の推
進と企業連携

健康福祉政
策課

0

草津市健幸都市宣言への賛同の募集について
は、以下の取組を予定しています。
・７月に部内の推進員が人権啓発の事業所の訪問
と併せて募集をおこなっています。
・広報くさつ9月1日の特集号で募集の啓発をしま
す。
協会けんぽとの連携については、協会けんぽの健
康づくりアクション宣言の募集通知に草津市健幸
都市宣言への賛同の募集も併せて案内を行いま
す。（７月下旬）
草津市健幸都市宣言賛同事業所の健幸づくりの取
組事例については、広報やシンポジウム等での発
表や健幸イベントへの出展などＰＲしていただく機
会を設けます。

・草津市健幸都市宣言への賛同の募集について
は、あらゆる機会で企業への働きかけを行ってい
ます。
・協会けんぽとの連携については、協会けんぽの
健康づくりアクション宣言の募集通知に草津市健
幸都市宣言への賛同の募集も併せて案内を行い
ます。
・草津市健幸都市宣言賛同事業所の健幸づくりの
取組事例について、広報やシンポジウム等での発
表や健幸イベントへの出展などＰＲしていただく機
会を設けます。

草津未来研
究所

2,417

「歩いて暮らせるまちづくり」をテーマに、産学公民
連携により、それぞれができることを中心に協調し
ながら、進めていく仕組みづくりを行います。
・前期アーバンデザインスクール
市民のみなさんが「歩いて暮らせるまち」を考える
ため、交通に関する基礎的知識を取得するとともに
市民と専門家が交流し、専門家のみなさんも市民
の思いを受け止める機会を提供します。
・未来創造セミナー等により、健幸都市を実現する
ために必要な広範な知識の取得と産学公民の多
様なネットワークの形成を支援します。

平成29年度のセミナー等で得た広範な知識とネット
ワークを活用した具体的な活動の創出を支援する
ための調査研究や社会実験等の検討を行います。

健康福祉政
策課

0

・市と立命館大学とでＵＤＣＢＫを活用し、南草津駅
のエスカレーターと並列している階段に、健康づくり
の啓発としてエスカレーターではなく階段の利用を
促すための、メッセージやデザインを階段に設置し
ます。

・市の特性を活かし、引き続き大学や企業・団体と
連携して、ＵＤＣＢＫを活用し効果的に健康づくりを
推進していきます。

重
点

新
規

アーバンデザインセン
ターびわこ・くさつ
（UDCBK）の活用
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基本方針３　しごとの健幸づくり　　－産学公民が連携し、健康になれるまちづくりを進めます。－

予算（千円） 事業内容
担当課

H29取組内容（予定）
H30以降の事業計画区分 事業名

そ
の
他

新
規

立命館健康分野産学
連携ＣＯＩプロジェクトと
の連携

健康福祉政
策課

0

・立命館大学が民間企業等と取り組むＣＯＩ事業の
啓発と本市が推進している健幸都市づくりの啓発
を行うため、立命館大学と本市とが連携し宿場まつ
りへ出展いたしました。

引き続き、立命館大学が民間企業等と取り組むＣ
ＯＩ事業との連携を検討します。
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基本方針３　しごとの健幸づくり　　－産学公民が連携し、健康になれるまちづくりを進めます。－

予算（千円） 事業内容
担当課

H29取組内容（予定）
H30以降の事業計画区分 事業名

基本施策２　大学・企業等との連携
（２）健康に関する情報提供　　－日ごろから健康づくりを意識してもらえるような「健康に関する情報提供」に取り組みます。－

重
点

新
規

健幸都市くさつの啓発
健康福祉政
策課

477

「健幸都市くさつ」の啓発のために、以下の取組を
予定しています。
・（仮称）健幸都市くさつシンポジウムを開催しま
す。(9月24日（日））内容としては、有識者による講
演や、企業・団体等による取組事例の発表などを
企画しております。
・飲食店や事業所と連携し、3010運動を展開しま
す。（随時）
・健康拠点である草津川跡地公園にて、健幸イベ
ントを3回実施します。（7月22日（土）、9月23日
（土）、10月29日（日））

「健幸都市くさつ」の啓発のために、引き続き以下
の取組を予定しています。
・健幸都市シンポジウムを開催します。
・飲食店や事業所と連携し、3010運動を展開しま
す。
・健康拠点である草津川跡地公園にて、健幸イベ
ントを実施します。
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